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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検部位に挿入される細長な挿入部と、
　前記挿入部の先端の固定枠内に設けられた光源となるチップ状のＬＥＤと、
　前記固定枠内において前記ＬＥＤよりも該ＬＥＤの照射方向先端側に設けられた、前記
ＬＥＤから照射された光を集光して前記被検部位に照射する照明用レンズと、
を具備し、
　前記照明用レンズは、前記固定枠内において、固定用接着剤で固定されており、さらに
前記照明用レンズは、前記固定用接着剤よりも屈折率の高いレンズ用接着剤により形成さ
れていることを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　被検部位に挿入される細長な挿入部と、
　前記挿入部の先端の固定枠内に設けられた光源となるチップ状のＬＥＤと、
　前記固定枠内において前記ＬＥＤよりも該ＬＥＤの照射方向先端側に設けられた、前記
ＬＥＤから照射された光を集光して前記被検部位に照射する照明用レンズと、
を具備し、
　前記照明用レンズは、前記固定枠内において、固定用接着剤で固定されており、さらに
前記照明用レンズは、前記ＬＥＤの該ＬＥＤの前記照射方向の直上に、前記ＬＥＤに当接
されて前記固定枠内に固定されていることを特徴とする内視鏡。
【請求項３】
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　被検部位に挿入される細長な挿入部と、
　前記挿入部の先端の固定枠内に設けられた光源となるチップ状のＬＥＤと、
　前記固定枠内において前記ＬＥＤよりも該ＬＥＤの照射方向先端側に設けられた、前記
ＬＥＤから照射された光を集光して前記被検部位に照射する照明用レンズと、
を具備し、
　前記照明用レンズは、前記固定枠内において、固定用接着剤で固定されており、さらに
前記照明用レンズは、前記ＬＥＤとの間に、前記接着剤を介して前記固定枠内に固定され
ていることを特徴とする内視鏡。
【請求項４】
　前記照明用レンズは、円柱状のロッドレンズであることを特徴とする請求項２または３
に記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記照明用レンズは、後端が平坦面に形成された円柱状のロッドレンズの先端に、凸レ
ンズが形成された凸レンズ付きロッドレンズであることを特徴とする請求項２または３に
記載の内視鏡。
【請求項６】
　前記凸レンズ付きロッドレンズは、前記先端の凸レンズ側が、前記挿入部の先端面側に
位置されて固定されていることを特徴とする請求項５に記載の内視鏡。
【請求項７】
　前記凸レンズ付きロッドレンズは、前記後端の平坦面側が、前記挿入部の先端面側に位
置されて固定されていることを特徴とする請求項５に記載の内視鏡。
【請求項８】
　前記照明用レンズは、前記ＬＥＤの該ＬＥＤの前記照射方向の直上に、前記ＬＥＤに当
接されて前記固定枠内に固定されていることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項９】
　前記照明用レンズは、前記ＬＥＤとの間に、前記接着剤を介して前記固定枠内に固定さ
れていることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項１０】
　前記照明用レンズと前記ＬＥＤとの間に介在される前記固定用接着剤は、透明な接着剤
により構成されていることを特徴とする請求項３、９に記載の内視鏡。
【請求項１１】
　前記照明用レンズは、前記ＬＥＤと中心軸が一致するよう、前記固定枠内に固定されて
いることを特徴とする請求項１～１０のいずれか１項に記載の内視鏡。
【請求項１２】
　前記固定枠は、第１の空間を有する第１の筒状部と、該第１の筒状部を被覆する、前記
第１の筒状部との間に第２の空間を有する第２の筒状部とから構成されており、
　前記第１の空間には、前記被検部位を撮像する撮像ユニットが設けられており、第２の
空間には、前記照明用レンズ及び前記ＬＥＤが設けられていることを特徴とする請求項１
～１１のいずれか１項に記載の内視鏡。
【請求項１３】
　前記照明用レンズ及び前記ＬＥＤは、前記第２の空間に、前記撮像ユニットを平面的に
囲むよう複数設けられていることを特徴とする請求項１２に記載の内視鏡。
【請求項１４】
　請求項１～請求項１３のいずれか１項に記載の内視鏡を具備することを特徴とする内視
鏡装置。
【請求項１５】
　被検部位に挿入される細長な挿入部の先端の固定枠内に光源となるチップ状のＬＥＤが
設けられた前記挿入部の前記先端に、前記ＬＥＤに対向する位置に照明用レンズ固定用孔
及び接着剤流入用孔が形成された照明用レンズ固定治具を装着する手順と、
　前記照明用レンズ固定用孔から照明用レンズを嵌入して、該照明用レンズを、前記固定
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枠内における前記ＬＥＤに配設する手順と、
　前記接着剤流入用孔から、固定用接着剤を前記固定枠内に流入させ、該固定用接着剤に
より、前記照明用レンズを、前記固定枠内に接着する手順と、
　前記固定用接着剤が未硬化な状態において、前記照明用レンズ固定治具を前記挿入部の
前記先端から脱却する手順と、
　を具備することを特徴とする内視鏡の組み立て方法。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の内視鏡の組み立て方法を具備することを特徴とする内視鏡装置の組
み立て方法。
【請求項１７】
　被検部位に挿入される細長な挿入部の先端の固定枠内に光源となるチップ状のＬＥＤが
設けられた前記挿入部の前記先端に、前記ＬＥＤに対向する位置に照明用レンズと同じ厚
さの照明用レンズ固定用孔が形成された照明用レンズ固定治具を装着する手順と、
　前記照明用レンズ固定用孔から固定用接着剤よりも屈折率の高いレンズ用接着剤を流入
して、該レンズ用接着剤から構成される前記照明用レンズを、前記照明用レンズ固定用孔
内における前記ＬＥＤ上に配設する手順と、
　前記レンズ用接着剤が未硬化な状態において、前記照明用レンズ固定治具を前記挿入部
の前記先端から脱却し、前記照明用レンズを前記固定枠内に配設させる手順と、
　前記固定枠内に、前記レンズ用接着剤よりも屈折率の低い前記固定用接着剤を流入し、
該固定用接着剤により、前記照明用レンズを前記固定枠内に固定する手順と、
　を具備することを特徴とする内視鏡の組み立て方法。
【請求項１８】
　請求項１７に記載の内視鏡の組み立て方法を具備することを特徴とする内視鏡装置の組
み立て方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検部位に挿入される細長な挿入部と、挿入部の先端の固定枠内に設けられ
た光源となるチップ状のＬＥＤとを具備する内視鏡、内視鏡装置、内視鏡の組み立て方法
、内視鏡装置の組み立て方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　周知のように、内視鏡装置は、医療分野及び工業用分野において広く利用されている。
医療分野において用いられる内視鏡装置の内視鏡は、細長い挿入部を被検部位である体腔
内に挿入することによって、体腔内の臓器を観察したり、必要に応じて処置具の挿通チャ
ンネル内に挿入した処置具を用いて各種処置をしたりすることができる。
【０００３】
　また、工業用分野において用いられる内視鏡装置の内視鏡は、細長い挿入部を被検部位
であるジェットエンジン内や、工場の配管等に挿入することによって、被検部位の傷及び
腐蝕等の観察や各種処置等を行うことができる。よって、工業用の内視鏡装置は、屋外や
、工場等の作業施設で一般的に使用される。
【０００４】
　尚、工業用の内視鏡装置には、挿入長さの長い挿入部、例えば１０ｍの長さの挿入部を
有する大型のものや、挿入長さの短い挿入部、例えば３ｍの長さの挿入部を有する携帯性
に優れたショルダ式の小型のものが周知である。
【０００５】
　内視鏡は、先端に、対物光学系やＣＣＤ等の撮像素子を有する撮像ユニットと、被検部
位を照明するための照明用レンズを有する照明ユニットとが配設された細長の挿入部を有
しているのが一般的である。
【０００６】
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　照明用レンズは、内視鏡が接続される装置本体に配設された光源からライトガイドを介
して導かれた光を、被検部位へと照射する、例えば対物光学系の視野角に合わせた配光角
を有している。
【０００７】
　よって、挿入部の先端に照明用レンズが配設されておれば、ライトガイドを介して装置
本体の光源から導かれた光を、光量を無駄にすることなく、配光良く被検部位に照射する
ことができる。
【０００８】
　このように、挿入部の先端に照明用レンズが配設された構成を有する内視鏡は周知であ
り、例えば特許文献１に開示されている。特許文献１には、挿入部の先端に装着される光
学アダプタに、撮像ユニットと照明用レンズとが配設された構成を有している。
【０００９】
　また、近年、小型の内視鏡、内視鏡装置においては、内視鏡と該内視鏡が接続される装
置本体とにより構成される内視鏡装置全体の小型化及び消費電力の低減を図る目的で、挿
入部の先端にチップ状のＬＥＤ等の光源が配設されているものも周知であり、このような
内視鏡の先端部は、例えば特許文献２に開示されている。
【特許文献１】特開平１０－１０４５３１号公報
【特許文献２】特開２０００－８９１３０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　ところで、近年、細かな被検部位を観察する目的で、小型の内視鏡であっても、更なる
挿入部の細径化が要求される事情にある。
【００１１】
　挿入部の先端にＬＥＤが配設された小型の内視鏡において、内視鏡の挿入部の細径化を
図ると、挿入部の先端の空間が減少するため、挿入部の先端に、照明用レンズを機械的に
配設することが困難となるといった問題がある。
【００１２】
　挿入部の先端に照明用レンズが配設されないと、ＬＥＤから照射された照明光は、対物
光学系の視野角以上の配光角でＬＥＤ自体から被検部位に照射されてしまうため、配光が
自由に設定できなくなることから、照明光の照射効率が悪くなり、被検部位に対して光量
不足となってしまうといった問題がある。
【００１３】
　ここで、特許文献２では、内視鏡の先端部において、チップ状のＬＥＤの上部が、ＬＥ
Ｄを保護する透明樹脂等の充填剤で覆われた構成を有しているが、この場合であっても、
充填剤は、照明用レンズとは用途が異なるため、チップ状のＬＥＤから照射された照明光
は、充填剤を介して対物光学系の視野角以上の配光角でＬＥＤ自体から被検部位に照射さ
れてしまうため、照明光の照射効率が悪いといった問題があった。
【００１４】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたものであり、ＬＥＤが配設された挿入部の先端
に、照明用レンズを、細径化を図ったままで簡単に配設することができ、ＬＥＤから照射
された照明光を対物光学系の視野角に合わせて効率良く配光して被検部位へと照射するこ
とができる構成を有する内視鏡、内視鏡装置、内視鏡の組み立て方法、内視鏡装置の組み
立て方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記目的を達成するために本発明の一態様による内視鏡は、被検部位に挿入される細長
な挿入部と、前記挿入部の先端の固定枠内に設けられた光源となるチップ状のＬＥＤと、
前記固定枠内において前記ＬＥＤよりも該ＬＥＤの照射方向先端側に設けられた、前記Ｌ
ＥＤから照射された光を集光して前記被検部位に照射する照明用レンズと、を具備し、前
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記照明用レンズは、前記固定枠内において、固定用接着剤で固定されており、さらに前記
照明用レンズは、前記固定用接着剤よりも屈折率の高いレンズ用接着剤により形成されて
いる。
　また、被検部位に挿入される細長な挿入部と、前記挿入部の先端の固定枠内に設けられ
た光源となるチップ状のＬＥＤと、前記固定枠内において前記ＬＥＤよりも該ＬＥＤの照
射方向先端側に設けられた、前記ＬＥＤから照射された光を集光して前記被検部位に照射
する照明用レンズと、を具備し、前記照明用レンズは、前記固定枠内において、固定用接
着剤で固定されており、さらに前記照明用レンズは、前記ＬＥＤの該ＬＥＤの前記照射方
向の直上に、前記ＬＥＤに当接されて前記固定枠内に固定されている。
　さらに、被検部位に挿入される細長な挿入部と、前記挿入部の先端の固定枠内に設けら
れた光源となるチップ状のＬＥＤと、前記固定枠内において前記ＬＥＤよりも該ＬＥＤの
照射方向先端側に設けられた、前記ＬＥＤから照射された光を集光して前記被検部位に照
射する照明用レンズと、を具備し、前記照明用レンズは、前記固定枠内において、固定用
接着剤で固定されており、さらに前記照明用レンズは、前記ＬＥＤとの間に、前記接着剤
を介して前記固定枠内に固定されている。
【００１６】
　上記目的を達成するために本発明の一態様による内視鏡装置は、請求項１～請求項１３
のいずれか１項に記載の内視鏡を具備する。
【００１７】
　上記目的を達成するために本発明による内視鏡の組み立て方法は、被検部位に挿入され
る細長な挿入部の先端の固定枠内に光源となるチップ状のＬＥＤが設けられた前記挿入部
の前記先端に、前記ＬＥＤに対向する位置に照明用レンズ固定用孔及び接着剤流入用孔が
形成された照明用レンズ固定治具を装着する手順と、前記照明用レンズ固定用孔から照明
用レンズを嵌入して、該照明用レンズを、前記固定枠内における前記ＬＥＤ上に配設する
手順と、前記接着剤流入用孔から、固定用接着剤を前記固定枠内に流入させ、該固定用接
着剤により、前記照明用レンズを、前記固定枠内に接着する手順と、前記固定用接着剤が
未硬化な状態において、前記照明用レンズ固定治具を前記挿入部の前記先端から脱却する
手順と、を具備することを特徴とする。
【００１８】
　また、上記目的を達成するために本発明による内視鏡装置の組み立て方法は、請求項１
４に記載の内視鏡の組み立て方法を具備することを特徴とする。
【００１９】
　さらに、上記目的を達成するために本発明による内視鏡の組み立て方法は、被検部位に
挿入される細長な挿入部の先端の固定枠内に光源となるチップ状のＬＥＤが設けられた前
記挿入部の前記先端に、前記ＬＥＤに対向する位置に照明用レンズと同じ厚さの照明用レ
ンズ固定用孔が形成された照明用レンズ固定治具を装着する手順と、前記照明用レンズ固
定用孔から固定用接着剤よりも屈折率の高いレンズ用接着剤を流入して、該レンズ用接着
剤から構成される前記照明用レンズを、前記照明用レンズ固定用孔内における前記ＬＥＤ
上に配設する手順と、前記レンズ用接着剤が未硬化な状態において、前記照明用レンズ固
定治具を前記挿入部の前記先端から脱却し、前記照明用レンズを前記固定枠内に配設させ
る手順と、前記固定枠内に、前記レンズ用接着剤よりも屈折率の低い前記固定用接着剤を
流入し、該固定用接着剤により、前記照明用レンズを前記固定枠内に固定する手順と、を
具備することを特徴とする。
【００２０】
　また、上記目的を達成するために本発明による内視鏡装置の組み立て方法は、請求項１
６に記載の内視鏡の組み立て方法を具備することを特徴とする。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明の内視鏡、内視鏡装置、内視鏡の組み立て方法、内視鏡装置の組み立て方法によ
れば、ＬＥＤが配設された挿入部の先端に、照明用レンズを、細径化を図ったままで簡単
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に配設することができ、ＬＥＤから照射された照明光を対物光学系の視野角に合わせて効
率良く配光して被検部位へと照射することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。尚、以下、内視鏡は、携帯性に
優れたショルダ式の工業用の内視鏡装置が有する直視型の内視鏡を例に挙げて説明する。
【００２３】
（第１実施の形態）
　図１は、本発明の第１実施の形態を示す内視鏡を有する内視鏡装置の斜視図、図２は、
図１の内視鏡装置を使用する際の、装置本体の戴置状態を示す斜視図である。
【００２４】
　図１に示すように、内視鏡装置１は、内視鏡２と該内視鏡２に接続された装置本体３と
により主要部が構成されている。  
　内視鏡２は、細長で可撓性を有する細径の挿入部２０と、該挿入部２０の挿入方向基端
に接続された、把持部２５を有する操作部２４と、該操作部２４の把持部２５から延出さ
れた可撓性を有するユニバーサルコード２６とにより主要部が構成されている。
【００２５】
　挿入部２０に、該挿入部２０の先端側から順に、先端部２１と、操作部２４の後述する
湾曲操作レバー３１の湾曲操作により、例えば上下／左右方向に湾曲される湾曲部２２と
、可撓性部材にて形成された長尺な可撓管部２３とが連設されており、可撓管部２３の基
端部が、操作部２４に接続されている。尚、先端部２１の構成は後述する。
【００２６】
　先端部２１、湾曲部２２及び可撓管部２３の内部に、先端部２１内に配設される後述す
る撮像ユニット４２（図３参照）の駆動と撮像信号の送受信とを行う信号ケーブル４８（
図３参照）が配設されている。
【００２７】
　また、先端部２１、湾曲部２２及び可撓管部２３の内部に、先端部２１内に配設される
後述するＬＥＤ４５及びＬＥＤ基板４６（図３参照）にバッテリユニット６２（図２参照
）から電源を供給する照明ケーブル４９（図３参照）等が配設されており、さらに、湾曲
部２２及び可撓管部２３の内部に、湾曲部２２を湾曲させる図示しない湾曲操作ワイヤ等
が配設されている。
【００２８】
　操作部２４に、湾曲部２２を湾曲動作させる湾曲操作レバー３１が少なくとも４方向に
傾倒自在となるよう直立して配設されている。湾曲操作レバー３１は、上述した湾曲操作
ワイヤ等を有する図示しない湾曲ユニットを介して湾曲部２２と接続されている。
【００２９】
　湾曲操作レバー３１は、操作者により傾倒方向が変化されることによって、湾曲部２２
を上下／左右の４方向の内、いずれかの方向に湾曲動作させる。また、湾曲操作レバー３
１は、操作者により傾倒角度が変化されることによって、傾倒された方向に、湾曲部２２
を、湾曲操作レバー３１の傾倒角度に応じた角度に湾曲させる。尚、操作部２４には、図
示しないが、湾曲操作レバー３１の他、撮像ユニット４２の各種撮像動作を指示する各種
スイッチが配設されている。
【００３０】
　ユニバーサルコード２６内にも、上述した信号ケーブル４８、照明ケーブル４９等が配
設されており、ユニバーサルコード２６の一端は、操作部２４に接続され、他端は、装置
本体３に接続されている。
【００３１】
　装置本体３は、例えば箱状を有しており、装置本体３の、例えばマグネシウムダイキャ
ストにより構成された外装筐体３５により覆われた内部に、画像処理用のＣＰＵ等の電気
部品６１が複数固定された基板６０や、ＬＥＤ４５及びＬＥＤ基板４６に照明ケーブル４
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９を介して電源を供給するバッテリユニット６２等が配設されている。
【００３２】
　また、装置本体３の外装筐体３５に、内視鏡２の撮像ユニット４２により撮像され、信
号ケーブル４８を介して送信された内視鏡画像を表示する画像表示面３３を有するモニタ
７が固定されている。
【００３３】
　詳しくは、モニタ７は、図２に示すように、画像表示面３３を有するモニタ面７ｍの裏
面７ｒが、装置本体３の外装筐体３５の６つの外表面の内、例えば外表面１１に対して開
閉自在となるよう、蝶番等を介して装置本体３の外表面１１に固定されている。尚、モニ
タ７は、外装筐体３５に対し着脱自在であっても構わない。
【００３４】
　モニタ７は、内視鏡装置１が未使用の際は、図１に示すように、モニタ７の裏面７ｒが
、外装筐体３５の外表面１１に対して当接する閉位置に閉成され、内視鏡装置１が使用さ
れる際は、図２に示すように、裏面７ｒが、外装筐体３５の外表面１１に対して離間する
開位置に開成される。
【００３５】
　モニタ７のモニタ面７ｍに、内視鏡装置１が未使用の際、画像表示面３３を覆って保護
する保護材である、例えば樹脂により形成されたカバー板３０が固定されている。詳しく
は、カバー板３０は、該カバー板３０の画像表示面３３に対向する対向面３０ｔが、画像
表示面３３に対して開閉自在となるよう、モニタ面７ｍに固定されている。
【００３６】
　また、カバー板３０は、内視鏡装置１が未使用の際は、図１に示すように、カバー板３
０の対向面３０ｔが、画像表示面３３に対して当接して画像表示面３３を覆う閉位置に閉
成され、内視鏡装置１が使用される際は、図２に示すように、対向面３０ｔが、画像表示
面３３に対して離間する開位置に開成される。
【００３７】
　また、装置本体３の携帯性を向上させるため、装置本体３を操作者の肩等に掛けるため
のベルト１０が、例えば装置本体３に対して着脱自在となるよう、外装筐体３５に２点で
固定されている。
【００３８】
　さらに、箱状の装置本体３の外装筐体３５の４辺に、装置本体３を戴置するためのゴム
（例えばＮＢＲ）等により形成された、例えば４つの脚部５８が固定されている。
【００３９】
　次に、先端部２１の構成について、図３及び図４を用いて説明する。図３は、図１の挿
入部の先端部の構成を概略的に示す部分拡大斜視図、図４は、図３中のＩＶ－ＩＶ線に沿
う部分断面図である。
【００４０】
　図４に示すように、先端部２１は、固定枠である先端硬質部５０を有しており、先端硬
質部５０は、例えば円筒状の第１の空間５１ｉを有する第１の筒状部５１と、該第１の筒
状部５１を被覆する第２の筒状部５２とから主要部が構成されている。
【００４１】
　尚、第２の筒状部５２は、第１の筒状部５１よりも大径に形成されていることから、第
２の筒状部５２と被覆する第１の筒状部５１との間には、底部５２ｔにより有底の第２の
空間５２ｉが形成されている。
【００４２】
　先端硬質部５０の第１の空間５１ｉには、図３、図４に示すように、複数のレンズ等か
らなる対物光学系４０と、ＣＣＤ等の撮像素子４１とから主要部が構成された撮像ユニッ
ト４２が配設されている。
【００４３】
　また、対物光学系４０は、先端の対物レンズ４０ａが、先端部２１の挿入方向先端の面
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２１ｓの略中央に望まれるよう第１の空間５１ｉに固定されている。尚、対物光学系４０
は、１つのレンズから構成されていても構わない。
【００４４】
　撮像ユニット４２は、後述するＬＥＤ４５及びロッドレンズ４４により照明された被検
部位、即ち内視鏡画像を撮像するためのものである。撮像ユニット４２により撮像された
内視鏡画像は、上述したように、接続された信号ケーブル４８を介して装置本体３に送信
され、その後、ＣＰＵ等により画像処理された後、モニタ７に表示される。
【００４５】
　先端硬質部５０の第２の空間５２ｉには、図３、図４に示すように、光源となるチップ
状のＬＥＤ４５と、ＬＥＤ４５を駆動するＬＥＤ基板４６と、ＬＥＤ４５から照射された
光を集光して被検部位に照射する照明用レンズである円柱状の既知のロッドレンズ４４と
から主要部が構成された照明ユニット４３が、撮像ユニット４２を平面的に略等間隔で取
り囲むよう、例えば４つ配設されている。尚、照明ユニット４３が配設される個数は、４
つに限定されない。
【００４６】
　詳しくは、第２の空間５２ｉ内における第２の筒状部５２の底部５２ｔには、ＬＥＤ基
板４６に接続されて載置されたＬＥＤ４５が固定されており、該ＬＥＤ４５の上部、即ち
先端側の直上には、ロッドレンズ４４が固定されている。
【００４７】
　詳しくは、ロッドレンズ４４は、平坦面に形成された後端面４４ｔがＬＥＤ４５に当接
された状態で、ＬＥＤ４５と中心軸Ｐが一致するよう、第２の筒状部５２に対して、第２
の空間５２ｉに流入された固定用接着剤５５により固定されている。
【００４８】
　また、図３、図４においては、ロッドレンズ４４の先端面４４ｓが、先端部２１の先端
面２１ｓよりも、即ち対物レンズ４０ａの表面よりも凹んで位置するようロッドレンズ４
４は第２の筒状部５２に固定されているが、これに限らず、先端面４４ｓが、対物レンズ
４０ａの表面と同じ高さとなるよう固定されていても構わない。
【００４９】
　さらに、図４に示すように、固定用接着剤５５の先端５５ｓも、先端部２１の先端面２
１ｓ及びロッドレンズ４４の先端面４４ｓから凹んで位置しているが、先端面４４ｓまた
は先端面２１ｓと先端５５ｓが同じ高さとなるまで、固定用接着剤５５は流入されていて
も構わない。
【００５０】
　また、ロッドレンズ４４は、対物光学系４０の視野角と略同じ配光角を有していること
が好ましい。
【００５１】
　また、固定用接着剤５５は、図４に示すように、ＬＥＤ４５の近傍に配設されるため、
耐熱性を有していることが好ましく、一例としては、エポキシ性接着剤等の樹脂接着剤が
挙げられる。さらに、固定用接着剤５５は、有色であっても無色であっても構わない。
【００５２】
　ＬＥＤ４５は、電源がバッテリユニット６２から照明ケーブル４９を介して供給される
ことにより、ＬＥＤ基板４６に駆動されて照明光を照射するものであり、ＬＥＤ４５から
照射された光は、対物光学系４０の視野角と略同じ配光角を有しているロッドレンズ４４
に集光されて、対物光学系４０の視野角内の被検部位に、無駄なく効率良く照射される。
【００５３】
　尚、その他の内視鏡装置１の構成は、周知であるため、説明は省略する。
【００５４】
　次に、このように構成された先端部２１の先端硬質部５０の第２の筒状部５２に、ロッ
ドレンズ４４を固定する際の組み立て方法について、図５～図８を用いて説明する。
【００５５】
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　図５は、内視鏡の先端部の先端側に、照明用レンズ固定治具が着脱自在な状態を示す内
視鏡の先端部の一部と照明用レンズ固定治具との分解斜視図、図６は、図５の内視鏡の先
端部の先端側に、照明用レンズ固定治具を装着した状態における図５中のＶＩ－ＶＩ線に
沿う部分断面図である。
【００５６】
　また、図７は、図６の第２の筒状部の第２の空間に、照明用レンズ固定治具を介してロ
ッドレンズを配設した状態を示す部分断面図、図８は、図７の第２の筒状部の第２の空間
に、照明用レンズ固定治具を介して固定用接着剤を配設した状態を示す部分断面図である
。
【００５７】
　ロッドレンズ４４を、先端硬質部５０の第２の筒状部５２の第２の空間５２ｉに固定す
る際は、先ず、図５に示すように、照明用レンズ固定治具７０を、先端部２１の先端面２
１ｓ側に装着させる。即ち、照明用レンズ固定治具７０を、第２の空間５２ｉの先端側に
嵌入させる。この際、照明用レンズ固定治具７０を、先端面７０ｓが対物レンズ４０ａの
表面と一致するまで嵌入させる。
【００５８】
　尚、嵌入された照明用レンズ固定治具７０は、所定の手段、例えば第１の筒状部５１の
外周に形成された図示しない外向フランジにより、上述した高さにおいて、第２の空間５
２ｉ内に保持される。
【００５９】
　図５に示すように、照明用レンズ固定治具７０には、略中央に、第１の筒状部５１の径
と略同じかやや大きい径の貫通孔である対物光学系挿通用孔７１と、該対物光学系挿通用
孔７１を平面的に略等間隔で取り囲む、貫通孔である、例えば４つの照明用レンズ固定用
孔７２と、該照明用レンズ固定用孔７２毎に、例えば２つずつ位置する接着剤流入用孔７
３とが形成されている。
【００６０】
　対物光学系挿通用孔７１は、照明用レンズ固定治具７０が、先端部２１の先端側に装着
された際、図６に示すように、第１の筒状部５１の先端側が挿通されるよう、第１の筒状
部５１に対向する照明用レンズ固定治具７０上の位置に形成されている。
【００６１】
　４つの照明用レンズ固定用孔７２は、照明用レンズ固定治具７０が、先端部２１の先端
側に装着された際、図６に示すように、４つのＬＥＤ４５にそれぞれ対向する照明用レン
ズ固定治具７０上の位置にそれぞれ形成されている。即ち、４つの照明用レンズ固定用孔
７２は、装着後、ＬＥＤ４５の上方に、該ＬＥＤ４５に対向してそれぞれ位置する。
【００６２】
　尚、４つの照明用レンズ固定用孔７２の径は、ロッドレンズ４４の径と略同じかやや大
きい径にそれぞれ形成されている。また、照明用レンズ固定用孔７２は、ＬＥＤ４５の数
に応じて形成される。
【００６３】
　４つの照明用レンズ固定用孔７２は、第２の空間５２ｉの４つのＬＥＤ４５の各直上に
、ロッドレンズ４４をそれぞれ配設するための孔である。
【００６４】
　接着剤流入用孔７３は、照明用レンズ固定治具７０を先端部２１に装着した後、第２の
空間５２ｉにジェル状の固定用接着剤５５を流入するための孔であり、照明用レンズ固定
用孔７２毎に、例えば２つずつ形成されている。
【００６５】
　尚、接着剤流入用孔７３が、照明用レンズ固定用孔７２毎に２つずつ形成されているの
は、第２の空間５２ｉにジェル状の固定用接着剤５５を流入後、該ジェル状の固定用接着
剤５５中に気泡が混入されてしまうのを防止するためである。よって、気泡の混入が防止
できるのであれば、接着剤流入用孔７３は、１つであっても構わない。
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【００６６】
　照明用レンズ固定治具７０を、先端面７０ｓが対物レンズ４０ａの表面と一致するまで
第２の空間５２ｉに嵌入させた後、照明用レンズ固定治具７０の４つの照明用レンズ固定
用孔７２から、図７に示すように、円柱状のロッドレンズ４４をそれぞれ嵌入させる。そ
の結果、４つの円柱状のロッドレンズ４４は、４つのＬＥＤ４５の各直上において、各後
端面４４ｔが、各ＬＥＤ４５に当接する位置にそれぞれ配設される。
【００６７】
　尚、この際、ロッドレンズ４４は、ＬＥＤ４５と中心軸Ｐが一致するよう配設される。
また、ロッドレンズ４４の先端面４４ｓは、照明用レンズ固定治具７０の先端面７０ｓよ
りも凹んで位置する。言い換えれば、先端面４４ｓは、照明用レンズ固定用孔７２内に位
置する。即ち、組み立て後、先端面４４ｓは、先端部２１の先端面２１ｓよりも凹んで位
置する。
【００６８】
　次いで、図８に示すように、照明用レンズ固定治具７０の接着剤流入用孔７３を介して
、第２の空間５２ｉに、ジェル状の固定用接着剤５５を流入する。
【００６９】
　最後に、固定用接着剤５５が未硬化な状態において、先端部２１の先端側から、照明用
レンズ固定治具７０を脱却する。その後、ジェル状の固定用接着剤５５が硬化されること
により、ロッドレンズ４４は、図３、図４に示すように、第２の筒状部５２の第２の空間
５２ｉにおいて第２の筒状部５２に対して固定される。
【００７０】
　尚、その後、ロッドレンズ４４の先端面４４ｓまたは先端部２１の先端面２１ｓと先端
５５ｓとが同じ高さとなるまで、固定用接着剤５５を流入しても構わない。
【００７１】
　このように、本実施の形態においては、ロッドレンズ４４が、内視鏡２の先端部２１の
先端硬質部５０の第２の筒状部５２の第２の空間５２ｉにおけるＬＥＤ４５の直上に、固
定用接着剤５５を介して固定されている、または固定すると示した。
【００７２】
　このことによれば、物理的に照明用レンズを機械的に固定するスペースが確保できない
細径な先端部２１であっても、該細径な先端部２１に、照明用レンズとなるロッドレンズ
４４を、固定用接着剤５５により、先端部２１の細径化を図ったままで簡単に配設、固定
することができることから、配設されたロッドレンズ４４により、ＬＥＤ４５から照射さ
れた照明光を対物光学系４０の視野角に合わせて効率良く配光して被検部位へと照射する
ことができる。
【００７３】
　尚、以下、変形例を示す。  
　本実施の形態においては、ロッドレンズ４４の先端面４４ｓが、先端部２１の先端面２
１ｓよりも凹んで位置するよう、ロッドレンズ４４が、第２の筒状部５２に固定されると
示したが、これに限らず、ロッドレンズ４４の先端面４４ｓが、先端部２１の先端面２１
ｓと同じ高さとなるよう、ロッドレンズ４４が、第２の筒状部５２に固定されても構わな
い。
【００７４】
　また、以下、別の変形例を、図９を用いて示す。図９は、照明用レンズに、凸レンズ付
きロッドレンズを用いた変形例を示す図１の挿入部の先端部の構成を概略的に示す部分断
面図、図１０は、図９の凸レンズ付きロッドレンズを、後端面が先端部の先端面側を指向
するよう固定した変形例を示す図１の挿入部の先端部の構成を概略的に示す部分断面図で
ある。
【００７５】
　本実施の形態においては、照明用レンズには、円柱状のロッドレンズ４４を用いると示
した。これに限らず、図９に示すように、照明用レンズに、後端面７４ｔが平坦面に形成
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された円柱状のロッドレンズの先端に、凸レンズが形成された凸レンズ付きロッドレンズ
７４を用いてもよいことは勿論である。
【００７６】
　この場合、本実施の形態よりも、先端の凸レンズにて、ＬＥＤ４５から照射された光を
、より狭角に配光することができることから、本実施の形態よりも効率よく、被検部位に
対し、照明光を照射することができる。尚、このことは、対物光学系の視野角が、８０°
～９０°の場合に特に効果がある。
【００７７】
　尚、凸レンズ付きロッドレンズ７４の第２の筒状部５２への固定方法は、本実施の形態
のロッドレンズ４４の固定方法と同様であるが、凸レンズ付きロッドレンズ７４の場合、
凸レンズ付きロッドレンズ７４の凸レンズの先端面７４ｓが、先端部２１の先端面２１ｓ
側を指向するよう固定されるとともに、照射範囲が先端面２１ｓにより遮られないよう、
先端面７４ｓが先端面２１ｓよりも先端側に突出して位置するよう固定される。
【００７８】
　また、図１０に示すように、凸レンズ付きロッドレンズ７４の平坦面に形成された後端
面７４ｔが、先端部２１の先端面２１ｓ側を指向するよう、凸レンズ付きロッドレンズ７
４は、第２の筒状部５２に固定されていても構わない。尚、この場合、例えば凸レンズ付
きロッドレンズ７４の後端面７４ｔは、先端部２１の先端面２１ｓと同じ高さになるよう
固定される。
【００７９】
　このことによっても、図９に示す凸レンズ付きロッドレンズ７４と同様の効果を得るこ
とができる他、先端面２１ｓ側に位置する凸レンズ付きロッドレンズ７４の後端面７４ｔ
が平坦面なことにより、凸レンズ付きロッドレンズ７４の表面に、外部から傷が付着され
難いといった効果がある。
【００８０】
　また、以下、さらに別の変形例を、図１１を用いて示す。図１１は、側視型の内視鏡の
ＬＥＤが配設された先端部に、照明用レンズを配設する変形例を示す部分斜視図である。
【００８１】
　本実施の形態においては、図１に示すように直視型の内視鏡２の挿入部２０のＬＥＤ４
５が配設された先端部２１に、ロッドレンズ４４を配設する例に挙げて示したが、これに
限らず、図１１に示すように、側視型の内視鏡１０２の先端部１２１の対物光学系１４０
が配設された平面的な近傍のチップ状のＬＥＤ４５上に、本実施の形態と同様の手法にて
、ロッドレンズ４４を固定しても構わない。尚、この場合、ロッドレンズ４４の先端面４
４ｓが、先端部１２１の側視面１２１ｓと同じ高さとなるよう固定されている方が、先端
面４４ｓに外部から傷が付着され難いため好ましい。
【００８２】
　このことによれば、側視型の内視鏡１０２であっても、直視型の内視鏡２を用いた本実
施の形態と同様の効果を得ることができる。また、側視型の内視鏡１０２であっても、照
明用レンズに、凸レンズ付きロッドレンズ７４を用いても構わないということは、云うま
でもない。
【００８３】
　尚、凸レンズ付きロッドレンズ７４を用いる場合は、上述したように、平坦面に形成さ
れた後端面７４ｔが、先端部１２１の側視面１２１ｓと同じ高さとなるよう固定されてい
る方が、凸レンズ付きロッドレンズ７４に外部から傷が付着され難くなるため好ましい。
【００８４】
　さらに、以下、また別の変形例を、図１２を用いて示す。図１２は、図４のロッドレン
ズを、ＬＥＤとの間に固定用接着剤を介して固定した変形例を示す部分断面図である。
【００８５】
　本実施の形態においては、ロッドレンズ４４は、第２の空間５２ｉにおいて、ＬＥＤ４
５の直上、即ち、後端面４４ｔがＬＥＤ４５に当接するよう第２の筒状部５２に固定され
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ていると示した。
【００８６】
　これに限らず、図１２に示すように、ロッドレンズ４４とＬＥＤ４５との間に、固定用
接着剤１５５が介在されるよう、ロッドレンズ４４は、ＬＥＤ４５の上方に固定されてい
ても構わない。尚、この場合、固定用接着剤１５５は、ＬＥＤ４５からロッドレンズ４４
への光の伝導を妨げない透明な無色の接着剤が用いられる。
【００８７】
　このことによれば、本実施の形態よりもロッドレンズ４４の配光性が劣るものの、本実
施の形態と略同様の効果を得ることができる。尚、この場合であっても、照明用レンズに
、凸レンズ付きロッドレンズ７４を用いても構わない。
【００８８】
（第２実施の形態）
　図１３は、本発明の第２実施の形態を示す内視鏡の挿入部の先端部の構成を概略的に示
す部分断面図である。
【００８９】
　この第２実施の形態の内視鏡、内視鏡装置の構成は、上記図１～図８に示した内視鏡２
、内視鏡装置１と比して、照明用レンズに、固定用接着剤よりも屈折率の高いレンズ用接
着剤の硬化により形成されたレンズを用いた点が異なる。よって、この相違点のみを説明
し、第１実施の形態と同様の構成には同じ符号を付し、その説明は省略する。
【００９０】
　図１３に示すように、内視鏡の先端部２２１の先端硬質部５０の第２の空間５２ｉには
、ＬＥＤ４５と、ＬＥＤ４５を駆動するＬＥＤ基板４６と、ＬＥＤ４５から照射された光
を集光して被検部位に照射する照明用レンズである高屈折のレンズ用接着剤の硬化により
形成されたレンズ（以下、接着剤レンズと称す）１４４とから主要部が構成された照明ユ
ニット１４３が、撮像ユニット４２を平面的に略等間隔で取り囲むよう、例えば第１実施
形態と同様、４つ配設されている。尚、照明ユニット１４３が配設される個数は、第１実
施形態と同様、４つに限定されない。
【００９１】
　詳しくは、第２の空間５２ｉ内における第２の筒状部５２の底部５２ｔには、ＬＥＤ基
板４６に接続されて載置されたＬＥＤ４５が固定されており、該ＬＥＤ４５の外周及び上
部、即ち先端側の直上には、接着剤レンズ１４４が固定されている。尚、接着剤レンズ１
４４は、ＬＥＤ４５の直上でなくとも、上方に配設されていても構わない。
【００９２】
　接着剤レンズ１４４は、固定用接着剤５５よりも屈折率の高い透明な接着剤、例えば高
屈折率の透明樹脂接着剤、具体的には、ＰＭＭＡポリメタクリル酸メチル（ポリメチルメ
タクリレートアクリル樹脂）により構成された樹脂接着剤が、先端部２１に装着された後
述する照明用レンズ固定治具１７０の照明用レンズ固定用孔１７２（いずれも図１４参照
）に流入された後、照明用レンズ固定治具１７０取り外し後、円柱状に硬化され、その結
果、レンズとして形成される。尚、接着剤レンズ１４４に用いられる接着剤は、固定用接
着剤５５よりも屈折率の高い透明な樹脂接着剤であれば、どのような接着剤であっても構
わない。
【００９３】
　また、接着剤レンズ１４４は、第２の空間５２ｉに流入された固定用接着剤５５により
、平坦面に形成された後端面１４４ｔがＬＥＤ４５及びＬＥＤ基板４６に当接されるとと
もに、ＬＥＤ４５と中心軸Ｐが一致するよう第２の筒状部５２に対して固定されている。
【００９４】
　また、図１３においては、接着剤レンズ１４４の先端面１４４ｓが、先端部２２１の先
端面２２１ｓよりも、即ち対物レンズ４０ａの表面よりも凹んで位置するようロッドレン
ズ４４は第２の筒状部５２に固定されているが、これに限らず、先端面１４４ｓが、対物
レンズ４０ａの表面と同じ高さとなるよう固定されていても構わない。
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【００９５】
　また、接着剤レンズ１４４は、対物光学系４０の視野角と略同じ配光角を有して形成さ
れていることが好ましい。
【００９６】
　ＬＥＤ４５は、電源がバッテリユニット６２から照明ケーブル４９を介して供給される
ことにより、ＬＥＤ基板４６に駆動されて、照明光を照射するものであり、ＬＥＤ４５か
ら照射された光は、通過する対物光学系４０の視野角と略同じ配光角を有して形成されて
いる接着剤レンズ１４４内において、屈折率の異なる固定用接着剤５５との接着面で反射
されて集光されることから、対物光学系４０の視野角内の被検部位に、無駄なく効率良く
照射される。
【００９７】
　尚、その他の先端部２２１の構成は、第１実施形態の先端部２１と同じであるため、説
明は省略する。
【００９８】
　次に、このように構成された先端部２２１の先端硬質部５０の第２の筒状部５２の第２
の空間５２ｉに、接着剤レンズ１４４を固定する際の組み立て方法について、図１４～図
１７を用いて説明する。
【００９９】
　図１４は、内視鏡の先端部の先端側に、照明用レンズ固定治具が着脱自在な状態を示す
内視鏡の先端部の一部と照明用レンズ固定治具との分解斜視図、図１５は、図１４の内視
鏡の先端部の先端側に、照明用レンズ固定治具を装着した状態における図１４中のＸＶ－
ＸＶ線に沿う断面図である。
【０１００】
　また、図１６は、図１５の第２の筒状部の第２の空間に、照明用レンズ固定治具を介し
て高屈折のレンズ用接着剤が流入された状態を示す部分断面図、図１７は、図１６の内視
鏡の先端部の先端側から、照明用レンズ固定治具が脱却された状態を示す部分断面図であ
る。
【０１０１】
　接着剤レンズ１４４を、先端部１２１の先端硬質部５０の第２の筒状部５２に固定する
際は、先ず、図１４に示すように、照明用レンズ固定治具１７０を、先端部１２１の先端
側に装着させる。この際、照明用レンズ固定治具１７０は、第２の筒状部５２の底部５２
ｔまで装着される。即ち、照明用レンズ固定治具１７０は、第２の空間５２ｉ内において
底部５２ｔに当接するまで嵌入される。
【０１０２】
　図１４に示すように、照明用レンズ固定治具１７０には、略中央に、第１の筒状部５１
の径と略同じかやや大きい径の貫通孔である対物光学系挿通用孔１７１と、該対物光学系
挿通用孔１７１を平面的に略等間隔で取り囲む、貫通孔である、例えば４つの照明用レン
ズ固定用孔１７２とが形成されている。尚、照明用レンズ固定治具１７０は、形成する接
着剤レンズ１４４の厚さに円柱状に形成されている。
【０１０３】
　対物光学系挿通用孔１７１は、照明用レンズ固定治具１７０が、先端部１２１の先端側
に装着された際、図１５に示すように、第１の筒状部５１の先端側が挿通されるよう、第
１の筒状部５１に対向する照明用レンズ固定治具１７０上の位置に形成されている。
【０１０４】
　４つの照明用レンズ固定用孔１７２は、照明用レンズ固定治具１７０が、先端部１２１
の先端側に装着された際、図１５に示すように、ＬＥＤ４５に対向する照明用レンズ固定
治具１７０上の位置にそれぞれ形成されている。即ち、４つの照明用レンズ固定用孔１７
２は、装着後、ＬＥＤ４５を平面的に覆うようにそれぞれ位置する。尚、照明用レンズ固
定用孔１７２は、ＬＥＤ４５の数に応じて形成される。
【０１０５】
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　４つの照明用レンズ固定用孔１７２は、第２の空間５２ｉの４つのＬＥＤ４５の各直上
に、接着剤レンズ１４４を形成するための孔である。
【０１０６】
　照明用レンズ固定治具１７０を、該照明用レンズ固定治具１７０が底部５２ｔに載置さ
れるまで装着させた後、照明用レンズ固定治具１７０の４つの照明用レンズ固定用孔１７
２に、図１６に示すように、固定用接着剤５５よりも、屈折率の高い透明なレンズ用接着
剤、例えば高屈折率の透明樹脂接着剤をそれぞれ流入させる。即ち、第２の空間５２ｉに
、高屈折率の透明樹脂接着剤を配設する。
【０１０７】
　その結果、流入された透明樹脂接着剤は、４つのＬＥＤ４５の各外周及び各直上におい
て、硬化後に形成される接着剤レンズ１４４の後端面１４４ｔが、ＬＥＤ４５及び底部５
２ｔに当接するまでそれぞれ流入される。尚、この際、硬化後に形成される接着剤レンズ
１４４は、ＬＥＤ４５と中心軸Ｐが一致するよう配設される。
【０１０８】
　次いで、図１７に示すように、流入した透明樹脂接着剤が硬化される前に、照明用レン
ズ固定治具７０を、先端部１２１の先端側から脱却する。即ち、照明用レンズ固定治具７
０を第２の空間５２ｉから抜去する。その後、透明樹脂接着剤は硬化されることにより、
接着剤レンズ１４４が形成される。
【０１０９】
　最後に、第２の空間５２ｉに、ジェル状の固定用接着剤５５を流入する。このことによ
り、接着剤レンズ１４４は、固定用接着剤５５を介して、第２の筒状部５２に対して固定
される。
【０１１０】
　このように、本実施の形態においては、内視鏡の照明用レンズに、高屈折率の透明樹脂
接着剤が硬化されて形成された接着剤レンズ１４４が用いられていると示した。また、接
着剤レンズ１４４は、固定用接着剤５５により、第２の筒状部５２に固定されていると示
した。
【０１１１】
　このことによれば、物理的に照明用レンズを機械的に固定するスペースが確保できない
細径な先端部１２１であっても、先端部１２１に、照明用レンズとなる接着剤レンズ１４
４を、固定用接着剤５５により、先端部２１の細径化を図ったままで簡単に配設すること
ができることから、配設された接着剤レンズ１４４により、ＬＥＤ４５から照射された照
明光を対物光学系４０の視野角に合わせて効率良く配光して被検部位へと照射することが
できる。
【０１１２】
　尚、本実施の形態の接着剤レンズ１４４の配光効率は、上述した第１実施形態のロッド
レンズ４４の配光効率よりも劣るが、本実施の形態においては、内視鏡の照明用レンズに
高屈折率の透明樹脂接着剤を用いているため、上述した第１実施形態よりも照明用レンズ
を安価に形成することができる。
【０１１３】
　尚、上述した第１、第２実施形態においては、内視鏡には、携帯性に優れたショルダ式
の工業用の内視鏡装置が有する内視鏡を例に挙げて説明したが、これに限らず、挿入長さ
の長い挿入部、例えば約１０ｍの長さの挿入部を有し、該挿入部を装置本体に収納する大
型の工業用の内視鏡装置が有する内視鏡に適用してもよいことは勿論である。
【０１１４】
　さらに、工業用の内視鏡に限定されず、医療用の内視鏡に適用してもよいことは云うま
でもない。
【図面の簡単な説明】
【０１１５】
【図１】本発明の第１実施の形態を示す内視鏡を有する内視鏡装置の斜視図。
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【図２】図１の内視鏡装置を使用する際の、装置本体の戴置状態を示す斜視図。
【図３】図１の挿入部の先端部の構成を概略的に示す部分拡大斜視図。
【図４】図３中のＩＶ－ＩＶ線に沿う部分断面図。
【図５】内視鏡の先端部の先端側に、照明用レンズ固定治具が着脱自在な状態を示す内視
鏡の先端部の一部と照明用レンズ固定治具との分解斜視図。
【図６】図５の内視鏡の先端部の先端側に、照明用レンズ固定治具を装着した状態におけ
る図５中のＶＩ－ＶＩ線に沿う部分断面図。
【図７】図６の第２の筒状部の第２の空間に、照明用レンズ固定治具を介してロッドレン
ズを配設した状態を示す部分断面図。
【図８】図７の第２の筒状部の第２の空間に、照明用レンズ固定治具を介して固定用接着
剤を配設した状態を示す部分断面図。
【図９】照明用レンズに、凸レンズ付きロッドレンズを用いた変形例を示す図１の挿入部
の先端部の構成を概略的に示す部分断面図。
【図１０】図９の凸レンズ付きロッドレンズを、後端面が先端部の先端面側を指向するよ
う固定した変形例を示す図１の挿入部の先端部の構成を概略的に示す部分断面図。
【図１１】側視型の内視鏡のＬＥＤが配設された先端部に、照明用レンズを配設する変形
例を示す部分斜視図。
【図１２】図４のロッドレンズを、ＬＥＤとの間に固定用接着剤を介して固定した変形例
を示す部分断面図。
【図１３】本発明の第２実施の形態を示す内視鏡の挿入部の先端部の構成を概略的に示す
部分断面図。
【図１４】内視鏡の先端部の先端側に、照明用レンズ固定治具が着脱自在な状態を示す内
視鏡の先端部の一部と照明用レンズ固定治具との分解斜視図。
【図１５】図１４の内視鏡の先端部の先端側に、照明用レンズ固定治具を装着した状態に
おける図１４中のＸＶ－ＸＶ線に沿う断面図。
【図１６】図１５の第２の筒状部の第２の空間に、照明用レンズ固定治具を介して高屈折
のレンズ用接着剤が流入された状態を示す部分断面図。
【図１７】図１６の内視鏡の先端部の先端側から、照明用レンズ固定治具が脱却された状
態を示す部分断面図。
【符号の説明】
【０１１６】
　２…内視鏡
　２０…挿入部
　２１…先端部
　２１ｓ…先端面
　４２…撮像ユニット
　４４…ロッドレンズ
　４４ｓ…レンズの先端面
　４４ｔ…レンズの後端面
　４５…ＬＥＤ
　５０…固定枠
　５１…第１の筒状部
　５１ｉ…第１の空間
　５２…第２の筒状部
　５２ｉ…第２の空間
　５５…固定用接着剤
　７０…照明用レンズ固定治具
　７２…照明用レンズ固定用孔
　７３…接着剤流入用孔
　７４…凸レンズ付きロッドレンズ
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　７４ｓ…レンズの先端面
　７４ｔ…レンズの後端面
　１０２…側視型内視鏡
　１２１…先端部
　１４４…接着剤レンズ
　１４４ｓ…レンズの先端面
　１４４ｔ…レンズの後端面
　１７０…照明用レンズ固定治具
　１７２…照明用レンズ固定用孔
　２２１…先端部
　２２１ｓ…先端面
　Ｐ…中心軸

【図１】 【図２】
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